
宮崎学園都市

埋蔵文化財発掘調査概報

（Ⅵ）

1986

宮　崎　県教育委員会



正　　誤　　表

誤

Ⅲ、遺跡の概要

切断形

遺跡群はぼ全域

添って

天日皿

l

I

I

I

l

l
●

I

I

I

l

l

l

l

l

l

正

－：‾‾‾∴　‾‾‾∴「

Ⅲ、調査の概要

切断した形

遺跡群のほぼ全域

沿って

天目茶碗
二〕」　∴＿＿＿＿＿＿

F宮崎学園都市埋蔵文化財発振調査概報（Ⅵ）j

l

l

l

l

l

l

l

I



宮崎学園都市

埋蔵文化財発掘調査概報

（Ⅵ）

1986

宮　崎　県　教　育　委　員　会

一l



序

宮崎県教育委員会では、地域振興整備公団の委託を受けて、昭和55年度か

ら宮崎学園都市建設予定地内に所在する遺跡の発掘調査を実施しています。

本書は、昭和61年度に調査いたしました陣ノ内遺跡と車坂城跡の概要報告

であります。

陣ノ内遺跡における平安時代のカマドを持つ住居跡群の調査では、種々の

カマドが検出され、カマドの変遷を解明するうえで貴重な資料を得ることが

できました。また、車坂城については、「日向記」などのl貢献かちしか推察で

きなかった事実を考古学的に明らかにする糸口を兄いギすことができました。

なお、これらの貴重な調査の成果が学術関係者だけでなく社会教育や学校

教育の分野にも広く活用されると共に、文化財保護行政推進のための一役と

なることを期待します。

発掘調査にあたって深い御理解と御協力を賜った地域振興整備公団や調査

指導の先生方に対して衷心から御礼を申し上げます。

昭和62年3月

宮崎県教育委員会

教育長　船　木



例 口

1．本書は、地域振興整備公団宮崎学園都市開発事務所の委託を受けて、県

教育委員会が実施した宮崎学園都市建設予定地内に所在する遺跡群の昭和

61年度の発掘調査概要報告書である。

2．各遺跡の調査期間、調査担当者は次の通りである。

陣ノ内遺跡（18号地）　　昭和61年4月14日～10月31日

卓坂城跡

調査担当者　永友良典・菅付和樹

昭和61年9月1日～11月20日

調査担当者　永友良典・菅付和樹

3．本書の執筆、及び編集には永友と菅付が当った。また、文責については

文末に明記している。

4．本年度の特別調査員として、中世山城について村田修三奈良女子大学助

教授にお願いした。記して深甚の謝意を表します。

5．本書では、次の通りの略記号を用いている。

SA……竪穴住居跡、SC……土壌、SE……溝状遺構
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第1図　陣ノ内遺跡遺構配置図（1／400）
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I、遺跡の位置と環境

陣ノ内遺跡は宮崎市熊野から清武町木原にまたがる宮崎学園都市遺跡群内の南東部に位置

し、宮崎市大字熊野字陣ノ内9288他に所在する。遺跡は東西約300m、南北約70mと東へ細長

く突き出した舌状台地上に立地する。標高は12～13mとほぼ平坦地になっており、周辺

は西側を除いて全て湿地帯が広がる。台地突端の東側はすでにアカホヤ層まで削平され

ている。また、西側の台地付け根付近も大幅な土取りが行われており、今回調査区の東西両

側とも遺跡の広がりは不明である。調査区についても、昔から畑地として利用されていたた

め、耕作土を剥いだ状態では、アカホヤ層面まで削平されており、特に、中央部から西側に

かけてはアカホヤ層はもちろん、その下の層まで削平を受けており、旧地形は若干の起伏が

あったと思われる。

遺跡の南には湿地帯をへだてて車坂城跡があり、今江城跡へ続く丘陵が東から北へ延びる。

また、遺跡の北側には、縄文早期の集石遺構と弥生時代中期～古墳時代前期にかけての集落

跡を検出した前原北遺跡や、古墳時代前期と平安時代の集落跡を検出した前原南遺跡、西側

には弥生時代後期～古墳時代前期の集落跡を検出した熊野原遺跡など陣ノ内遺跡と関連する

遺跡が周辺に分布する。

I、調査の経緯と経過

陣ノ内遺跡は地形から約20，000Iがが遺跡としての可能性が考えられるが、1981年度に実施

した試掘調査の結果、台地の東側、西側とも削平や土取りが行われており包含層の確認はで

きなかった。包含層が検出された部分は中央部約6，500nfで、土師器片や焼石等が出土し、

2枚の文化層が確認できた。

発掘調査は昭和61年4月13日から実施した。まず、重機を使って耕作土を除去した後、遺

構検出を行った。しかし、二次堆積、あるいは風化したアカホヤの堆積がみられたうえ、自

然層と区別のつきにくい埋土のため確認が困難で、検出に時間を費やした。その結果、アカ

ホヤ層面で竪穴住居跡、土壌、柱穴、溝等を検出できた。また、調査区の西側では、アカホ

ヤ層が削平を受けており、何カ所かに焼石の集まりが確認できた。アカホヤ層面の調査が終

了した10月上旬から、引き続きアカホヤ層を重機で除去し、アカホヤ層下の褐色土層の調査

を行ったところ、西側を中心に集石遺構を検出した。調査は10月31日をもって終了した。

－3－
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Ⅱ、遺跡の概要

調査の結果、遺構、遺物の検出はアカホヤ層上下にみられた。

アカホヤ層下層からは縄文時代早期の集石遺構13基と早期の押型文土器を検出した。また、

アカホヤ層上層からは竪穴住居跡24軒を中心に溝状遺構、土壌、掘立柱建物跡などが検出さ

れた。時期的にみると、弥生時代中期の竪穴住居跡1軒と弥生土器、古墳時代前期の竪穴

住居跡8軒と土師器、古代では平安期のカマド付竪穴住居跡10軒を含む15軒の竪穴住居跡と

土師器、布痕土器、内黒土器など、また、古代～中世にかけての溝状遺構10数条、据立柱建物

跡10数棟や土壌と土師器、陶磁器、土錘、中世の土墳墓1基と土師皿、古銭などがある。

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

山内石塔群（23号地）

下田畑遺跡（1号地）

赤坂遺跡（7号地）
小山尻西石塔群（8号地）

浦田遺跡（4号地）
入料遺跡（5号地）

小山尻東遺跡（2号地）
田上遺跡（3号地）

堂地西遺跡（9号地）

平畑遺跡（10号地）
堂地東遺跡

熊野原遺跡

犬馬場遺跡

前原西遺跡

前原北遺跡

前原南遺跡

陣ノ内遺跡

（11号地）

（14号地）

（13号地）

（15・16号地）

（20号地）

（19号地）

（18号地）

書坂城跡

木花遺跡（21号地）

今江城（仮称）跡
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縄文時代

陣ノ内遺跡の層序はアカホヤ層より上については削平のため不明であるが、耕作土（0）

一風化、あるいは二次堆積のアカホヤ層（I）－アカホヤ層（Ⅱ）一暗褐色土層（Ⅲ）一褐

色土層（Ⅳ）と続く。縄文時代の文化層はⅢ層下位～Ⅳ層にかけてみられる。集石遺構は西

側を中心に13基が分布する。直径約1mの掘り込み内に拳大の焼石が密封犬態で構成されて

いる。散石はほとんどの集石遺構が上面まで削平を受けているためあまり認められない。遺

物は山形押型文を共伴している。

弥生時代

弥生時代の遺構としては竪穴住居跡1軒が検出された。調査区の東側に位置し、4mx4．2

mのほぼ方形を呈している。やはり削平を受けており壁面の残りは僅かである。柱穴は4本

と思われる。遺物は少ないが、鋤先口縁に円形浮文を施した壷や倒し字状口縁に最大径を持

0　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2m

里　．．．．！　　．　　＿」

Leve1　12．504m

第3図　SA4遺構実測図（縮尺1／60）

－6－



つ聾など特徴的なものがみられる。また、弥生土器を出土する土壌（SC6など）もみられ

る。

J

rノ

」
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古墳時代

古墳時代の遺構は竪穴住居跡8軒を数える。プランは方形で、規模は、SA9が3mx4

m、SA18が4mx4mと床面積も12～16ITfのものが大半を占めるが、SA5は6mx7m

と床面積40I正を超える大型の住居跡である。柱穴は2本柱（SA9、SA18など）のものが

多く見られる。また、検出された柱穴の状況から2本柱と4本柱との組み合せが考えられる

もの（SA19）や、円形状に柱穴が並ぶ形をとるもの（SA5）などがみられるが、立て替えや

第4図　SA4出土遺物実測図（縮尺1／4）

表1　SA4土器観察表

図面

番号

遺物

番号

埠埴名 器種

調　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法量（cm ）

備　　　 考
外　　　 面 内　　　 面 外 ＿面 内　 面 口径 器高

第4図 1＿ S A 4 聾

口縁部
1　　 横ナデ
頚　 部　 ナ　 テr

lコ絹淵；
～　　　 横ナテr
頸　 部 良好 浅黄橙 浅黄橙

0．5～1 ミリ大の粒
31 ．2 32 ．3

頚部外面強 い
指ナデ

～　　 粗い
胴下部　 縦パケ目

ロ
t　　　 ナ　 テ′
底　 部

粒 を多 く含む 底部やや上 げ底
底径 6．3cm

ク 2 ク ＝白．

口唇部
1　　 横ナデ 口緑部　 横ナデ

早好 浅黄橙 浅黄橙
0．5～1 ミリ大の

28 ．8

口縁上面

ノ　ヽ璽E 口縁部　 縦パケ日
～　 一部丁寧 な
口緑下部　 ナデ

i
口縁下部横蒜 ‡早 砂粒を多く含む

円形浮文

－7－



切り合いも考えられるため、今後の検討が必要と思われる。SA9、SA18、SA19では住

居跡中央部南寄りに炭化物や焼土を含む掘り込みがみられる。

遺物は、聾が中心であるが、壷では櫛描波状文を施した二重口縁壷や頭部に4ヶ所の穿孔

をもつ大型の壷もみられる。底部は丸底である。聾で特徴的なものとしては、頭部に刻目の

突帯をもつものがある。塊状の挿部をもつ高杯やラッパ状にひらく器台の他、浅鉢＼深鉢な

ども出土している。

0　　　　　　1　　　　　　2m

ト1・・．！・　．　」

－　　＿　Level12．295m

第5図　SA18遺構実測図（縮尺1／60）
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第6図　SA18出土遺物実測図（縮尺1／4）
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表2　SA18土器観察表

．図面

1番号

遺物

番号 ‘

遺構名 器種
調　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法皇（cm ）

備　　　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第6図 1 S A 18 聾

【コ釣と部　 柑iナテ′

館！ 部　 ナ　 デ
llホ≠；判i

州　 湘　 横ナデ
l 良好 淡　 黄 浅黄橙

1 ～ 2．m 大の

26．6 32．0

底部
やや上 げ底

lll
用・り

底 ：；：； 翳蒜鐸
l
l

I
胴 ～湘　 斜ナデ

底　 部　 縦ナデ
l

うす茶色、黒色の

砂粒 を含む

底径
7．0cm

〃 2 ク ク

口柑湘　 横ナデ
1
卿 i邪　 荒　 い

横ナデ
やや

不良

にぷい

黄　 橙

にぷい

黄　 橙

1 ～ 2 mm大の黒色

21．8 25．0

底部
やや上げ底

l
胴 ド湘　 パケ目

口縁部に一部 灰色、 うす茶色の 底径l
l
底　 部　 ナ　 デ

指頭痕 砂粒 を含む 4 ．7crn

一シ 3 ク ク

口縁部
～　　 横ナデ

芸木霊　 竿㌫

‘良好 浅 黄橙 浅黄橙

2 mm 大の砂粒 を

28．7 32．2

頸部外面
パケ日単位残

頚　 部
～
底 部 l斜ナデ

ll　　　　 ナテ．
胴 ド湘　 縦ナデ

席 1 湘　 ナ　 デ

含む 底部　 上 げ底
底往　　 7 ．0cm

ク 4 ク 〃

口綾部　 横 ナデ
l
頚　 部　 丁寧を
l
底　 部　 斜ナデ

横ナデ 良好 浅黄相 浅黄楕

0．5－2mm 大の裾色

黒色、透明な砂粒

を含む

27．2 29．0

顕部突帯
布巻へ ラ状工
具での押庄亥りみ
底部　 やや上げ底
底径　　 6 ．0cm

I

ケ 5 〃 鉢 ナ　 デ ナ　 デ 良好
にJてい

橙

にぷい

橙

0 ．5～1m 大の白色

茶色 、灰色 の砂粒t

を含む

’15．0 7．7
底部　 やや上げ
底気味

底径　 1．5cm

第7 図 1 S A 18 ＝－宝E

口剛 ； 横 ナデ
i
胴　 部　 斜 ナデ

臼歯部　　　 書員ナテ′
嬢　 部
l l　　　　 f貞ナテ′ 良好

にぷい にぷ い
1 ～3 mm大の茶色

や灰色の砂粒 をA 12．3 43．1 底部　 尖底II　　　　　′l
底　 部　 ナ　 デ

月同　部
l
底　 部　　 斜ナテ′

黄　 橙 責　 橙 火　　　 、　 己

む

ク 2 ク ク

口維部　 憤ナデ
l
顛 l部 J‾宰な

胴 F部　 捕ナデ
l
底　 部　 樅ナデ

Lコ維部
l　　　　 書員ナーデ
月頃　部
l　　　　　 ナ　　チ′
胴 F部　 指押え

底 l部　 後ナデ

やや

不良

にぷい
橙 橙

1 「 2 mm大の うす

茶色や黒色の砂粒

を含む

17 ．3 36 ．7

二重口緑
櫛描i皮状文の下
に刻み目突帯
胴　 部　 盲光線文
底　 部　 丸　 底

一　　、

rノ

J

0　　　　　1　　　　　　2m

！．．．．！　　．＿　　」

－　Level　12．075m

第8図　SA19遺構実測図（縮尺1／60）
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第9図　SA19出土遺物実測図（縮尺1／4）

表3　SA19土器観察表

図面

番号

遺物

番号
遺構名 畠種

調　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調
胎　　 ‾土

法皇（cm）

備　　　 考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第9図 1 S A 19 妻

111●川i
l麒　 椰 〇㌢ の稚
州 l朝　 ナヂ
l
霊 「：；㌢÷刑ナヂ

董≡莞近 ≡ 三三

良好
にぷい

黄　 橙
浅黄橙

1．～ 2 m 大の

茶色や灰色の砂粒

を含む

27．7 38．1

底部
やや上げ底
気味
底径 5．9cm

ノケ 2 〃 〃 横　 ナ　 デ ナ　 デ 良好 淡　 橙
にぷい

黄　 嘩

1～ 2 mm大の白色

灰色、茶色の砂粒

を含む

頚部

刻み目突帯

〃 3 ク 器台 ナ　 デ ナ　 デ 良好 橙 橙

0．5～1mm大の灰色

茶色、 うす茶色 の

砂粒 を含む

推定

15．0
11．9
興部

4 ヶ所穿孔

ク 4 ク 塊－

口碑部　 丁寧 な

i 誓 目

底　 部　 後ナデ

丁寧な横 ナデの

後 ミガキ
良好
にぷい

赤　 禍

にぷい

赤　 禍

1 mm大の金雲母 、

角閃石の鉱物粒を

含む

推定

14．3
4．8

ク 5 ク 鉢

口唇部　 横ナデ

l　 斜ナデ

口緑部
l　　　 横ナテ，
胴　 部 良好

にぷい
橙

1～ 2 mm大の灰色

茶色　 うす茶色 i
推定

底部付近 l　　　　 ナ　 テ，
底部付近

橙 ヽ
光 る砂粒 を含む

12．9

－12－



0　　　　　　1　　　　　　2m
L－＿　　＿．l l

．　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－

－　Level12．781m

第10図　SA9遺構実測図（縮尺1／60）

第11図　SA9出土遺物実測図（1）（縮尺†／6）
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0　　　　　　　　　　10

第12図　SA9出土遺物実測図（2）（縮尺1／4）

表4　SA9土器観察表

図面

番号

遺物

番号
遺構名 器種

調　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法皇 （cm ）

備　　　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第12図 1 S A 9 聾

口縁部　 横ナデ
～　　　 一一部
ヒ‾’痕

口縁郎
～　　　 横ナデ やや

1～ 2 mm大の灰色

や 23 ．0
頚　 部　 捕豆釦酎
～　　　　 ナ　 テ′
胴　 部

頚　 部　 斜方向の・
t
胴　 部　 ナ　 デ

不良 橙 橙 や こげ茶色の砂粒

を含む

ノケ 2 〃 ク

口綾部　 械ナデ
1
頚　 部　 チ掌向の
～　　　 ナデー部
底　 部　 指頗痴

口縁部　 横ナデ
l
頚 部　 三部デ
～
底　 部　 指頭痕

良好 浅黄橙 浅黄橙
1 ～ 3 mm大の茶色

や灰色の砂粒 を

含む

22 ．6 27 ．4
底部　　 平底

底径　 7．6cm

ク 3 ク ・ゴビ竺E

口緑部　 横ナデ
～
頚　 部　 板ナデ
l
胴　 部　 後ナデ
～
底　 部　 ナ　 テr

lI柑湘　 横ナデ
1
期　 湘　 縦パケ目
l
胴　 湘　 ナ　 デ
l
兢： 】邪

良好 明黄褐 黄　 橙

0．5～1m 大の茶色

灰色、光る砂粒 を

含む
12．6 25 ．9

底部 小さい平

底 未調整

底径　　 2 cm

ク 4 ケ 高坪
坪 部　 ナ　 デ

脚 部　 縦ナデ

冨 芸 萎押三後

脚スソ　 ナ　 デ

良好 浅黄橙 浅黄橙
1 ～3 m 大の砂粒

を含む
17．3 12．5 底径 11 ．6cm

第11図 S A 9 ・士∃互

頚　 部

胴‡部 パケ目
i　　 ナ　 デ
底　 部

頚　 部　 パケ目
～
胴上部 享旨孟忘
～
底　 部　 ナ　 デ

良好

橙

1～ 2 mm大の白色

黒色、光る砂粒 を

含 む

頚部直下

4 ヶ所穿孔有
底部　 平底
底径　 5．5cm

－14－



古代・中世

古代の遺構としては竪穴住居跡15軒が検出された。うち、カマドを持つ住居跡10軒、カマ

ドを持たない住居跡5軒である。カマドのタイプとしては、煙道をもたないもの（SA20）

煙道を壁面から地中に掘り込んでいるもの（SA13など）、煙道を掘り込み粘土等で天井部を

補強するもの（SA15など）の3タイプに分けられる。カマドの位置は、北西～北東にかけ

ての一壁に設置されているものが多い。カマド内に、支脚に用いたと思われる石がおかれて

いるものもある（SA13、SA16など）。住居跡の規模は3．5mX2．5m（SA20）や、3mx

3m（SA13）など床面積10rrf以下の小型のものが主流をなす。大型のものでも4．5mX4．5

mと床面積20Idを超えるもの（SA7）が1軒みられるのみである。柱穴は2本柱のものが

多い。

一方カマドを持たない住居跡も方形プランを呈しており、規模もSAlで2．5mX2．5mと

床面積も6Iが程度の小型のものが多い。柱穴は2本柱のものが多い。SAlも2本柱である

が壁対にみられる。

遺物は、土師器聾・鉢、土師皿、布痕土器、内黒土器などがみられる。聾は高ざ20cm前後

の小型のものが多く、木ノ菓底もみられる。土師皿はヘラ切り底である。鉢は平底で口縁部

rノ

1

1

0　　　　　　　　　1　　　　　　　　　2m

！．．．．！　　　．　－　　＿1

－Level12．203m

第13図　SA20遺構実測図（縮尺1／60）
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第14図　SA20出土遺物実測図・拓影（縮尺1／4）

表5　SA20土器観察表

図面

番号

準物

番号
遺構名 器種

調　　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法皇（cm ）

備　　　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第14図 1 S A 20 1不 横 ナデ 横ナデ 良 ．好 淡　 黄 淡　 黄 1mm大の砂粒を含む 15 ．8 5 ．3
底部　 へ ラ切 り

底径　 7 ．3cm

ク 2 ク ク 横 ナデ 横ナデ
や　 や

不　 良
浅黄橙 橙

1 ～2mm大の灰色、白

色、黒色の砂粒を含む 12 ．8 4 ．0

底部　 へ ラ切 り

底径　 6 ．9cm

ク 3 ク ク 横 ナデ 横ナデ 良　 好
楕 柏

黒色、光る砂粒を含む 13 ．3 3 ．9

底部　 へ ラ切 り

底径　 6．2cm

〃 4　一 ク 域 荒い横ナデ 荒い横 ナデ 良　 好
にぷい

黄　 橙

にぷい

黄　 橙

1 ～3mm大の茶色の砂

粒を含む
11 ．5 5 ．1

〃 5 ク 鉢

口緑部
i　　 横ナデ
胴上部
1　　 ナ　 チ，

底部付近

荒い横 ナデ やや良
橙 fて貫

1 ～3m 大の灰色や茶

色の砂粒を含む 11 ．0

ク 6 ク ク

口綾部
t　　　 横ナデ
頻　 J．fI；

日経酪　 棚ナデ
l頚　 部 斜パケ後ナデ
l 不　 良 灰黄褐 褐　 灰

1 ～3mm大のうす茶、
推定

14 ．4 8 ．2

底部　 平底

木の葉庄痕
l　　 ナ　 テー
底　 部

胴　 離　 パケR
l
血宅　　仰　　 ナ　　 テ′

灰色、黒色の砂粒を含

む
底径推定10 ．1cm

〃 7 ・ケ ク

指 頭痕 と思わ

れる凹凸

布　　　 痕 良　 好 橙 橙
3 ～5mm大の赤色の砂

粒を含む

1 cd あた り
縦糸　 7 本

横糸　 7 本

〃 8 ・ケ 聾

口緑部
i　　 横ナデ
胴　 部　 ナデ上げ

完稚 撒 監
l
ll 良　 好 浅黄橙 浅黄橙

2 ～3mm大の灰色や茶
18 ．3 20．0

底部　 平底

ロ
1　　 枚ナデ
底　 部

胴 … β　 ナ　 デ
l
止宅　 l叫i

色の砂粒を含む
底径　 8．8cm

〃 9 ク 〃

口緑部
～　　　 横．ナデ
野i J．fl；

口緑部
l　　 横ナデ
〃国卜JlI； 良　 好 浅黄橙

1 ～3mm大の灰色や茶
推定

20 ．1 20 ．2

底部　 平底

木の葉庄痕
l　　 ナ　 テナ
底　 部

1　　 ナ　 テ，
底　 部

相 色の砂粒を含む 底径　 6．4cm

一16－



第15図　SA3遺構実測図（縮尺1／60）

一一く

徳囁
10　　　　　　　　　　　　　　　20cm

第16図　SA3出土遺物実測図・拓影（縮尺1／4）

表6　　SA3土器観察表

図面

番号

遺物

番号
遺構名 器種

調　　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法皇 （cm ）

備　　　 一考

外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第16図 1 S A 3 挿 横　 ナ　 デ 横　 ナ　 デ 良好 橙 橙 精　　　 良
推定

15．9

推定

3．8

底部へ ラ切 り

底径

推定 6．8cm

〃 2 ク 鉢

指頭痕 と思

われる凹凸

ナデか

布　　　 痕
やや

良好
橙 橙

精　　　 良

3’ミリ程度の砂粒

を含む

推定

14 ．3
11 ．1

1 cd あた り

縦糸 9 本

横糸10本

－17－
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第17図　SA7遺構実測図（縮尺1／60）

10

第18図　SA7出土遺物実測図・拓影（縮尺1／4）

表7　SA7土器観察表

図面

番号

遺物

番号

遺構名 器種
調　　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法皇 （cm）

備　　　 考
外　　　 面 内　　　 面 外　 面 内　 面 口径 器高

第18図 1 S A 7 聾 横 ナデ 横ナデ
やや

不良
橙 橙

1～ 3 ミリ大の

茶色や白色の砂

粒 を含む

推定

23 ．3
腰 部∴指ナデ

〃 2 ケ 鉢 ナ　 チ 布　 痕
やや

良好
橙 橙

1 ～ 5 ミリの砂粒

をわずかに含む

．1（d あたり

縦糸10本

横糸 9本



0　　　　　　　　　　1m

」　　　－

第19図　SC4遺構実測図（縮尺1／20）

ミヨ＝ク＋『≡⊆クー　〒＝」ク

第20図　SC4出土遺物実測図・拓影（縮尺1／3）

表8　SC4土器観察表

図面

番号

遺物

番号
遺構名 器種

．調　　　　　　　　 整 焼

成

色　　　 調

胎　　　 土

法　 皇（珊）

備　　　 考

外　　　 面 内　　　 面 外面 内面 口径 器高

第20図 1 S C 4 皿 横ナデ 横ナデ 良好 浅黄橙 ll浅黄橙 精　 良 10．7 ‘2 ．2
底部 へ ラ切 り
底径 5．6qm

ク 2 ク ク 横ナデ 横ナデ 良好 浅黄橙 ．浅黄橙 精　 良 10 ．7 2 ．2
底部 へ ラ切り
底径 5．8Qn

ケ 3 〃 ケ 横ナデ ‘横ナデ 良好 浅黄橙 浅黄橙 精　 良 10 ．7 2 ．3
．底部 へラ切 り
底径 5．5cm

ー＼

rノ

ノ

．
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が外反するものもある。ほとんどの住居跡から布痕土器片がみられ、内黒土器との共伴のも

のもあり平安期の住居跡群と思われる。なお、SAlからは政和通宝（12世紀初頭）1枚が

出土している。

古代～中世にかけての遺構として溝状遺構と据立柱建物跡がある。溝状遺構は遺跡を切断

形で南北方向に約10条を数える。幅は1～1・5mで断面はⅤ字、U字とある。排水路的なも

の（SElなど）、陸橋部をもつもの（SE8）、中央部床が硬くなっており道的な性格をもつ

もの（SE5など）などがある。遺物は土師器片、土師皿片、布痕土器片、陶磁器片、土錘

などがみられる。掘立柱建物跡はSE8より東側に12棟確認されている。柱穴内からは土師

皿（ヘラ切底、糸切り底）が主に出土する。

また、SA3を切る形で中世土墳墓（SC4）が1基確認された。直径約1mの円形土境

内の中央に骨片・歯等が置かれており両脇に土師皿（ヘラ切底）7枚と洪武通宝等の古銭約

50枚が共献されている。

その他、土師器片等を出土する土壌（方形、円形）が10数基確認された他、遺物としては、

14世紀代のものと思われる古瀬戸の灰粕水滴などもみられる。

Ⅳ、まとめ

縄文早期の集石遺構は、学園都市遺跡群内でも堂地西遺跡をはじめ小山尻東遺臥浦田遺

跡、赤坂遺臥前原西遺跡、前原北遺跡など10数遺跡で確認されている。共伴土器も隆起線

文土器をはじめ、押型文、貝殻条痕文、縄文、撚糸文、無文等の土器片がみられる。陣ノ内

遺跡の集石遺構は、学園都市内でも前原西、前原北両遺跡と同じく標高1ト12mと低地に分

布する。また、13基の集石遺構とも規模、構造が類似しており、共伴遺物もほとんどが押型

文（山形）である点から時間的な差はないと思われる。

弥生時代の住居跡群は堂地東遺跡をはじめ熊野原遺臥前原北遺跡、浦田遺跡などでみら

れる。後期前半～終末期にかけての間仕切り住居跡が中心であるが、方形の住居跡も中期後

半や後期前半および終末期に数軒みられる。陣ノ内遺跡検出の方形住居跡から出土した逆L

字状口縁をもつ聾は中期の様相をもち、堂地東遺跡などでみられる間仕切り式の竪穴住居跡

に先行するものである。

古墳時代の住居跡群は熊野原遺跡、前原商連臥前原北遺跡でみられる。時期的には前原

北遺跡が須恵器共伴の時期まで続くが、いずれも前期を中心とする集落跡である。陣ノ内遺

跡も共伴遣物として櫛措波状文を施した二重口縁壷や頭部に刻目突帯をもつ聾などがあり、

遺跡群内の他の遺跡と同じ時期の集落跡と言える。

－20－



古代・中世の遺跡は、掘立柱建物跡群を中心に遺跡群ほぼ全域に分布するものと思われる。

そのうち、古代の住居跡として赤坂遺臥下田畑遺臥前原南遺跡等でカマド付竪穴住居跡

が、また、小山尻東遺跡で竪穴住居跡が確認されているが、いずれも1～2軒と数が少か、。

その点、陣ノ内遺跡で検出された古代の住居跡群はカマド付竪穴住居跡が10軒、竪穴住居跡

が5軒の計15軒から成っており遺跡群最大の古代集落跡と言える。さらに、構造面からタイ

プの違うカマドが共存しており、宮崎市浄土江遺跡等でみられるカマドの変遷について、さら

に詳細な分析が可能となった。

一方、中世遺構についても、前原西遺跡で見られた中世方形周溝墓と陣ノ内遺跡の中世土

墳墓との比較検討をはじめ、据立柱建物跡の構成や溝状遺構の性格づけなど、隣接する車坂

城跡との関連についても今後検計していかかナればならか10　　　　　（永友良典）

参考文献

宮崎県教育委員会『宮崎学園都市埋蔵文化財調査概報』（I）～（Ⅴ）1981年～1986年

宮崎県教育委員会『宮崎学園都市遺跡発掘調査報告書』第2集、第3集1985年

宮崎市教育委員会『宮崎市文化財調査報告書6　浄土江遺跡』　1981年
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I、遺跡の位置と歴史的環境

宮崎学園都市遺跡群の大半は清武川と加江田川とに挟まれた舌状台地上に展開している。

この台地は鰐塚山系の尾根から北東へのびる丘陵の端部にあたり西から東へと緩傾斜してい

るが、東～東南端は再び比高差約20mの丘陵地帯となっている。丘陵地帯の中央部は標高36

m前後の平坦地で木花公園として現状保存される予定の木花遺跡である。一方、北端と西南

端の丘陵地は谷によって隔てられ、その地形を利用して中世山城が営まれている。この北端

丘陵が昨年度調査した今江城（仮称）跡で西南端が土橋によって接続する当車坂城跡である。

車坂城跡は北東の丘陵地帯を除けば割合視界がひらけており、南側は比高差約35mの急斜
くんばち

面をなして眼下に沖積水田地帯が広がり、加江田川を挟んだ対岸には掛鉢山系の山々が連なる。

また、東側は曾山寺沖から遠く青島付近を含む日向灘を展望でき、北側は今江城跡及びその

先の本郷南方の水田地帯、北西へ連なる清武の丘陵地帯と清武城跡を遠望できる。そして、

西側は広い熊野の台地あるいは旧鉄肥街道筋の鏡洲から加江田川が流れ下って沖積水田へと

ひらける竹内のあたりを広く帰敬できる等立地条件は良好である。昨年調査された今江城跡

が北方に対し展望がきいていたのに比べ当車坂城跡はどちらかというと南に対して展望がき

くといえよう。
（1）

次に車坂城をとりまく歴史的環境について先学の文献をたよりに触れておきたい。

卓坂城跡は宮崎市大字熊野字古城に位置する○古代、この熊野の地は『延喜式』にみえる

日向16駅のひとつ救麻駅の所在地に比定されており、鎌倉時代初期には建久8年（1197年）
くどみ

に出された『建久図田帳』の中の国富荘隈野の地に比定されている。国富荘の開発は在庁宮

人であった日下部氏らによって行われ、その中心は大淀川以南（河南）の国富本郷にあった

と考えられている。本郷は現在の宮崎市本郷南方・北方付近に比定され、熊野からは北へ約

4km程の近接地である。

この国富荘は日下部氏らによって開発されたのち保元の頃（1156～1159年）には八条女院

を本家として女院領に組み入れられたと考えられる。その後寿永3年（1184年）平氏滅亡後

没官領となったがその年4月には平頼盛に安堵され、頼盛が領家となっている。一方、土着

勢力の日下部・土持両氏からみた国富荘は『日下部姓之系図』によると久安5年（1149年）、

日下部盛平が日下部氏の正統を継いだ時、河南本郷郡司その他の職を兼ねたとあり、また、そ

の後文治3年（1187年）盛平が養子にしたとされる土持栄妙宣綱に在国司職その他日下部氏

の正統を全て譲ったことにより土持氏は国富荘の中心地国富本郷にも進出、そして、この地

は後の南北朝時代には土持氏の主要な根拠地になったと考えられている。また、先の建久図
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14．古城跡
15．清武城跡
16．豊能尾山跡
17．曽井城跡
ふるじlう

18．古城跡

1．車坂城跡　　　　　8．平畑遺跡
2．陣ノ内遺跡　　　　9．小山尻西石塔群
3．今江城（仮穂）跡　　10．山内石塔群
4．前原北遺跡　　　　　　（以上、学園都市遺跡群）
5．前原西遺跡A地区11．勢田寺跡
6．熊野原遺跡C地区12．文永寺跡
7．堂地東遺跡　　13．井手ケ城跡　　　　19．山ノ城跡

第21図　車坂城跡周辺遺跡位置図
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21．蓬莱山城跡
22．紫波洲崎城跡
23．内海峠城跡（推定位置）



田帳によると土持氏とともに国富荘のうち加納、加江田、隈野には地頭平五の名がみられる。

国富荘は建暦元年（1211年）八条女院の死後皇族領となっていたが、建武中興の際、後醍

醐天皇から足利尊氏に与えられている。そして、この後日向と深くかかわる伊東氏は先に建

長4年（1252年）前後に庶子が下向し田島・門川・木脇の各氏を興していたが、建武2年（13

35年）に至り足利尊氏の命を受け本統伊東祐持が国富荘とその背後にある尊氏の妻方の所領

である穆佐院の確保のため日向に下向してきており、同時に恩賞として与えられた児湯郡都

於郡に日向経略の基盤を築いている。また、その子祐重は正平3年（1348年）伊東本統の全

てを都於郡に移している。こうして伊東氏は南北朝時代を通じて足利氏に属しつつ、当時国

富荘を掌握していた土持宣栄ら土持氏とも協力や対立を繰り返しながら旧字佐官領を中心に

経略を進めてゆくのである。暦応3年（1340年）足利尊氏は国富荘を天竜寺に寄進している

が、その後天授5年（1379年）には実質的にこの地を支配してきた伊東・土持の両氏により

分領され、本郷は伊東氏、加納は伊東氏の支族清武氏、l隈野は土持氏の支族熊野氏、加江田

は同支族の岡富氏の領するところとなる。一方、この頃島津氏の方は5代貞久が元弘3年

（1333年）日向・大隅の守護職を付加され、建武2年（1335年）にはその弟の時久が新納院

地頭職に着き児湯郡高城（木城町）に居を構え新納氏を興すなど次第に山東の地にも進出の

足掛りを求めてきている。その後正平5年（1350年）にこの新納院高城は足利氏の将畠山義

顕により攻め落とされたが、島津氏は南北朝時代を通じて山東の地をしきりと窺うのである。

このように熊野の地は勢力拡大をはかる伊東氏と山東をねらう島津氏の最前線のひとつと

して幾度かの攻防の場となるのであるが、文安元年（1444年）伊東祐尭が島津氏に応じた曽

井氏を攻め落とし本郷・鏡洲・熊野を含む曽井氏領をその所領として以来、天正5年（1577

年）島津氏に敗れた伊東義祐の豊後落ちまで約130年間ほぼ伊東氏が領することになる。そ

の後天正15年（1587年）まで島津氏領となるものの、九州を制圧した豊臣秀吉によって同年

伊東義祐の子祐兵が曽井に封ぜられ、翌16年（1588年）祐兵が鉄肥に移って以来幕末までこ

の埠は鉄肥藩伊東氏領として明治を迎える。

次に車坂城をめぐる攻防についても触れておきたい。

幕末清武郷に生まれた平部崎南の著した『日向地誌』には『日向匿』、『西藩野史』からの

引用として車坂城跡のことが記されている。それによると卓坂城は「加江田車阪城」となっ

ており当時この地は加江田とも呼ばれていたらしい。また、卓坂城については築造の年月は

不明とされているが、熊野の地は天授5年（1379年）土持氏の支族熊野氏の所領となってお

り、天授～応永年間の初年頃までは熊野某の居城となっていだところを都於郡城主伊東祐立
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が攻め取ったとある。しかし、この伊東祐立は応永34年（1427年）伊東氏4代を継ぐのであ

ってこの頃はまだ都於郡城主は父祐安であったと考えられる。その後間もなく鹿児島領主島

津元久がこの城を攻め取り城塁を修築し、その将阿多加賀守を置くことになる。このことは

文明14年（1482年）までに記された島津氏の一族山田聖栄の『山田聖栄自記』には次のよう

に載っている。「是も元久御代山東加江田倉そこノ城責落之時合戦（朱書、「応永十年発未也」）、

新納殿内隈江方討死、敵二者宮崎之手二数十人被討華、加江田本城ハ取誘、阿多加賀守被差

置」。この加江田本城というのが車坂城のことと思われ、先の日向地誌の記述はこの応永10年

（1403年）の戦いをさすものと考えられる。これに先立つ応永4年（1397年）島津元久は初

めて山東の清武城を攻め、伊東・土拝の両氏と戦っている。伊東祐立が清武城に近い車坂城

を攻め取ったのはこの伊東・土持両氏の協力体制の後であろうか。日向地誌によると卓坂城

はその後再び伊東氏に奪い返されている。応永26年（1419年）島津氏はその将伊作氏兄弟に

車坂城を攻め取らせ一度は手中に振る。が、すぐにまた伊東祐立はこれを取り返している。

そしてさらに内海峠城にも兵をおき南方に備えている。ところで卓坂城が応永10年の戦いの

後再び伊東氏領に復していた応永19年（1412年）伊東祐立は島津氏に応じた同支族の曽井氏

を攻めているが、この時加江田の兵も島津方に属しており、この「加江田ノ兵」というのが卓

坂城の守兵のことではないかと思われる。さらに日向地誌によると、この後応永30～31年（14

23～1424年）にかけて島津久豊は油津から海上を北上し内海峠城、卓坂城を攻め、祐立と戦

っている。この時車坂城は島津久豊の手に落ち、久豊は城塁を修築、その後9代忠国は20余

年にわたってこの城を維持したと記されている。しかし、文安元年（1444年）曽井氏が再び

島津氏に応じた際、祐立の子祐尭が曽井氏を攻めその所領を奪ったが、この中に本郷、熊野

鏡洲などの地名もみえ、文安元年より先に車坂城周辺は伊東氏支族曽井氏領に復していた可

能性がある。ただ、卓坂城は「加江田車阪城」とも呼ばれ、この時の所領の中に加江田の地

名がみられないことから、あるいはまだ島津氏領であったかもしれない。

日向地誌には文安の頃から卓坂城は再び伊東氏領となったが永禄11年（1568年）の日向記

の伊東氏48城の中にその名がみえないことから、永禄の頃には既に廃城となり守将もおかれ

ていなかったものとされている。卓坂城が文安の頃再び伊東氏領に復して後、長禄2年（14

58年）には島津氏の一族新納氏が鉄肥を領有しており、文明12年（1480年）島津氏は紫波洲

崎城を攻め取ったが直ちに伊東祐国に追い返されている。日向地誌の内海峠城の項に車坂城

について、この時「伊東祐国即日加江田二出馬ス。卓坂城ノ薩兵城ヲ焼テ遁ル」とあり、少

なくとも1480年頃はまだ卓坂城は廃城にはなっていなかったものと思われる。
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以上のように当事坂城跡については、文献内容の考証も勿論なされかナればならないが、

断片的にではあるがその歴史上の流れが把握できる。日向地誌にみえるだけでも島津氏側の

修築の記録が2回。これに記録されていない土持氏や伊東氏の修築、近世～昭和までの開墾

による改変、近年の採土による破壊など考えあわせると、様々に手が加えられてきた結果が

現在の卓坂城跡の姿であるといえよう。そして、車坂城跡は伊東・島津両氏の攻防に応じ、

その時々に南向きの備えがなされたりあるいは北～北西向きの備えがなされてきたであろう

ことが文献からも読み取れよう。

最後に車坂城跡周辺の中世の遺跡について述べておく（第21図）。

ほぼ同時代の山城としては曽井城跡、清武城跡、紫波洲崎城跡、内海峠城跡などが知られ

ている。このほかに同じ学園都市遺跡群内では、本報告に掲載した陣ノ内遺跡で土墳墓や掘

立柱建物跡が、前原北遺跡（13世紀を中心に14～15世紀）、熊野原遺跡C地区（14～15世紀）、

平畑遺跡（13世紀代～14世紀前半）、堂地東遺跡（13～16世紀前半）で掘立柱建物跡群が検出

されている。また、前原西遺跡A地区（14－15世紀）では周溝を持つ土墳墓が、山内石塔群

（13世紀後半～17世紀の主に詣り墓）や小山尻西石塔群（15世紀前半）、堂地東遺跡（15世紀

代）では五輪塔や板碑類が出土している。さらに城跡としては、車坂城と一連の丘陵北端に

今江城（仮称、15～16世紀前半が主）跡が位置している。

註（1）日高次吉　『宮崎県の歴史』　山川出版社1970年

主に上記の文献をたのみに書いた。日高次吉氏は、『建久（日向）図田帳』、『宇佐宮

御神領大鏡』、『日向記』、『日向纂記』、『日向地誌』、『日向国史』、『日向古文

書集成』　その他を参考に書いている。

I、調査の概要

卓坂城跡は現在幾度かの土取りによってその多くを失ってしまっている。明治初年に著さ

れた『日向地誌』には土取りされる以前の卓坂城跡について次のように記されている（一部、

読み易いように改めた）。

「卓坂城墟　　木花山ヨリ南二連ナリ加江田川上二突出セシ長岡ナリ。東ハ正連寺水田二

臨ミ南ハ加江田川ヲ帯ビ西ハ環スルニ数十町ノ深田ヲ以テス。要害頗ル険固ナリ。其項、今

皆畦圃トナレドモ城形猶存ス。城、画シテ六区トナル。其間、皆深肇皇ヲ馨チテ要害トス。本丸
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ハ方22～23間、四勇、皆断崖壁立○此ト一陀ヲ隔テ東北ニアルヲ北ノ城ト云。又一町許離レ

テ西南ニアルヲ西ノ城ト云。西ノ城ト本城トノ中間二二岡アリ。南ナルヲ幸乗屋敷卜云。蓋

シ、幸乗ト云老ノ居リシ所ト見ユ○北ナルハ梢、陣中ナリ。城名伝バラズ。又、幸乗屋敷ヨ

リ南二突出セシ一同ハ、段別大約西ノ城ト斉シ、亦城名伝バラズ。」

これによると当車坂城跡は、「車阪城」の中の本丸より一町程西南に位置する「西ノ城」跡

と言われるものと考えられる。その後、昭和45年発行の地図では既に大きく土取りされた様

子がみられ、わずかに「本丸」の一部あるいは「北ノ城」と思われる部分が残されているが、

昭和53年頃埋立用の土取場となり、再び採土されて現在に至っている。

今回調査を始めるにあたり、自然地形に人の手を加えていると思われる平坦面や傾斜面等

の概略を作図した（第22図）。築城時の改変、修築時の改変、後世の改変等が加わっているも

のと老えられるが、現状では、採土によって南東側が急崖化した曲輪を中心に北西側に帯曲

輪が巡り、南西側には空堀と土塁が巡っている様子がみられる。そして、曲輪の南西端から

西側の一部にかけて土塁が築かれ、その北側の端は下段の帯曲輪の西端に対応し大きく開く

虎口状の斜面がみられる。この帯曲輪の東側にも虎口状の斜面はある。曲輪の北東側は採土

をまぬがれ、ここが空堀で区切られていたことが観察できる。また、南西側は浅い空堀と幅

広の土塁、そしていつの頃からあるのか南西側の尾根とを区切る様に深い道が北西麓から曲

輪の下の空堀を南～東へと通じている。この道は地区の古老の話しでは明治末年頃はまだ浅

く、その後採土によって現在のように深くなったといい、あるいはこの土塁はさらに南西の

尾根の盛土された曲輪状の平坦面へと続いていたのかもしれない。しかし、防御の面からは

尾根筋を分断するかのように作られたこの道は理に適っていると思われるのであるが、前掲

『日向地誌』にもそのような空堀があったという記述はみられない。この曲輪の南西尾根筋

には、西～北西側に盛土による数段の平坦面が観察できる。また、この城の裾部は全て約1

m程の崖になっているが、これが近年の土取りによるものかどうかは不明である。

発掘調査が進行するにつれて曲輪の東南部に虎口と思われる遺構が2ヵ所検出された。南

に開口した方は外側空堀へと向かい、一方の東側へ開口した方は曲輪の東端近く、南北に掘

られた深い空堀状の遺構へと通じていた。また、曲輪の北西側下段に見られた帯曲輪には曲

輪沿いに南西側空堀へと続く深さ約2．5mの2段に掘り込まれた空堀が巡ることが判明した。

その埋土にも曲輪上の遺構の埋土にも多くの炭化材片と焼土が混入している。そして、西側

の空堀は現状より約2m前後深く、北西側に虎口状に開く部分は盛土をされているようであ

り、さらに南西側の幅広の土塁や北西側の帯曲輪には明らかな拡張の痕跡がみられた。特に
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南西側の幅広の土塁の方は急掃えで拡張したかの様に盛土に締まりがなく、トレンチを入れ

ると同時に土砂の崩壊が始まるといった有り様であった。その南西側の尾根の平坦面を形成

している盛土も同様に締まりがなくもろさを感じさせるものであり、同時期に造られた可能

性がある。曲輪の北東側下段は赤っぽい土砂による盛土により南側から次第に傾斜させてあ

った。また、南西～北西側を巡る空堀の埋土は明らかに人為的に埋められたものであり、空

堀の北東端部には空堀に沿って流れてくる水を一時的に溜めておけるような方形プランの遺

構が地山の砂岩に掘り込まれていた。しかし、これは南西側の堀と同じ埋土で埋まり、それ

に先の赤っぽい土砂による盛土斜面がなされていた。この空堀の埋土は北側の虎口状に開く

箇所を境に南西側と北東側で土砂の質が異なり、先述のように南西側と東側端部は同じ埋土、

北側は上の曲輪にみられる土砂や曲輪上の土塁にみられる土砂と同質と思われる土砂を用い

ているようである。このように、当事坂城（西ノ城）跡は数度の修改築が行われており、曲

輪東端部にみられる堀状の遺構や帯曲輪の拡張の痕跡、さらに曲輪の土塁下から土師器小皿

片等が出土することなどから、このうち幾度かはかなり大規模に改変されたものと考えられ

る。この改変が文献上のどの修築に該当するのかは今後の課題である。

（菅付和樹）

曲輸（第23図）

曲輪も採土によって南側の約5分の1を失っているが、その規模は堆定で約55m X35mと、

2，000Iが程度の面積を有すると思われる。標高は約36m、平地との比高差は却m程度ある。また、

帯曲輪の標高は28～29mで曲輪との比高差は7～8m程度である。

曲輪内の遺構としては、土塁、空堀、溝、土壌、柱穴などがある。土塁は前述のように西

端に添って、L字状に築かれており幅約5m、高さ約2mの規模をもつ。土層断面（第24図）

から黒色土の堆積が2度にわたってみられる点など土塁の増築、補強も考えられる。東端に

掘られた空堀状遺構は幅約7m、深さ約2．5mのⅤ字状を呈し、ほぼ南北方向に丘陵を切断

する形で掘られている。また、埋土の状態からは一時期に埋められており、埋土上には遺構

の掘り込みもみられる。土壌は円形、方形プランが主で、不定形プランの土境や掘り込み状

の遺構を含めると70基近く検出された。特に、方形プランの土境は長辺1m、短辺0．7～0．8

m、深さ0．5～1．5m規模の長方形のものが中心で、なかには1辺1m前後の正方形プランの

土境もみられる。方形プランのものは、いずれも磯層までていねいに掘り込んである。埋土

中に炭化物、炭化材を含むものや、拳大～人頭大の川原石を入れ込んだものなどがみられる。

柱穴は約200本を数えるが詳細は今後の検討による。
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F　．．・．．　こ．」

（10YR％）、ブロック（径12cm以下）
色土（10YR％）が混在、明黄褐色土
混、両者と心炭化物粒を含む。粘性弱。
かいが、明黄褐色土はシルト質。

rノ

I・　7・5YR％、明褐色、小礫（径2cm以下）少量、黒褐色土ブロッ
ク（径1．5cm以下）少量、炭化物粒（径3m鵬以下）比較的多、きめ
細かく、弱粘性、軟。

Iて　Iに炭化物粒を多量に混、きめ細かく、強粘性、7．5YRタ首、褐
色、軟。

Ⅲ・　7・5YR％、にぷい橙、小礫（径3cm以下、径5～1cmが最多）
やや多、粒子～フロノク状の黒褐色土、やや少、炭化物粒～炭化
材片（径5m以下）やや多、橙色土粒（アカホヤ？）極少、き
め細く、弱半占性、やや軟。

Ⅲ：　Ⅲに、さらに炭化材片（径1．2cm以下）、黒褐色土を混、7．5YR
％、にぷい橙。

III・　7・5YR％、褐色、にぷい橙色（7．5YR％）土と黒褐色（7．5Y
R％）土が粒状～ブロック状（径1．5cm以下）が混合、ムラがあ
る。炭化物粒、橙色粒（径3mm以下）少量含、きめはやや細か
く、粘性極弱、やや軟、小礫（径1cm以下）少量含。

Ⅲて　Ⅲより、礫が大（径3．5cm以下）、黒褐色土ブロック大（径2．5。m
前後）、もっと軟。

Ⅲで　Ⅲより、黒褐色土の割合多、炭化物も多、黒っぽい、10YR％
黒褐色。

Ⅳ・10YR％、黄橙色、礫（径3．5cm以下、径2～3cm最多、I～Ⅲ
の礫と異なり、粘土塊様の礫、岩盤起源？）白色粒、炭化物粒、
黒褐色土、各々少量混、アカホヤブロック（径2．5cm）あり、硬
さは部分的に違う、やや軟～やや硬、シルト質土で粗砂（～径
2mm）を含む。

等：芸譜漂㌶鵠）1豊望。。径2。。以下，、明黄褐色土
、両者の混合した、暗視
には小礫（径4cm以下）
黒色土は比較的きめが細

Ⅵ・　Vと同じ構成、各プロノクは小さい（径2．5cm以下）、黒色土の
割合がⅤよ
が多い。オ「

り少なく、混合した、にぷい黄褐色土（10YR％）
が多い。わずかだが、黄橙色砂質土（10YRシ‘アカホヤからの
小フロノク径1cm未満）もみられる。やや軟～やや碩、（ムラあ
り）

Ⅶ・　Ⅴ～Ⅵと同じ黒色土に、明黄褐色土粒～ブロック（径1cm未満）
少量、Ⅴ、Ⅵの暗褐色土、にぷい黄褐色土を少量混、きめ細か

Ⅶ二　品謂豊謡票、（篇孟蒜岩‡iま芸雷雲こ、写詣‰入物は
Ⅶより若干多く、ムラがあまりない。色も明るく、10YR％、
黒褐色、きめは比較的細かく、硬くしまっている。

Ⅶ〝　Ⅶよす葉色土わ割合多、10YRタrより黒っぽい、礫も径1。m末

Ⅷ．響畠孟晶畠鵠憲一監R％、黒色土と明黄舶土が、ほぼ
均一に混合。Ⅵにみられるものと同じ黄橙色砂質土（アカホヤ
か）ブロック（径1cm以下）を少量混、小礫（径7cm以下）～
細礫（径2～3甲の少量混。きめ細かく、粘性やや強、硬、下
半部ではやや黒っぽい。

漂：認チ告二崇孟監告。雷謂競岩書紀㌍誌の色
は10YRガ、にぷい黄褐色。黄橙色土粒（10YR％）～プロノ
ク（径1・5cm）が、少量混、この土はこれより下の層（Ⅹ〝）に
含まれる礫の破砕されたものと思われる。ややシルト質、硬。

Ⅹ・黄褐色土（10YR％、やや砂質）、小礫（径4cm以下）が混合、
上部では、Ⅶ′　の小ブロック（径1．5cm未満）が混、やや軟。

Ⅹて　基本的にはⅩに同じ、Ⅷ′　でなくⅧのブロックが多く混、やや
軟。

Ⅹ？　基本的にはⅩに同じ、Ⅷ′でなくⅨのプロノク（径2。m未満）
が上半部に混、やや硬。

Ⅹγ　Ⅹ〝に黒色土粒を全体に混、10YR％、にぷい黄褐色、非常に
軟、しまりなし。

※Ⅹ工以下は、多量の礫からなる非常に硬い層、ここでの礫は、粘土を
圧縮したような硬い塊がほとんどで、中には砂～シルトを固めたよう
なものもある（風化した石か）。粘土質の礫は、灰白色（2．5Y％）
～橙色（5YR％）、表面に酸化鉄の被膜（黄～赤色）をつくっている。
砂～シルト質の礫は、灰白～黄～橙色、これらは地山の岩盤のもので、
人為的に砕いたものもあろう。丸味のある礫は非常に少ない。このよ
うな礫は、Ⅳ層、Ⅸ層、X、Ⅹ′　～Ⅹ〃層にも含まれる。以下の注記
では、一部の層を除き、ほとんどが同様の礫層なので、各層の特徴と
して、礫間の土（礫の粉化したものも混じっているだろう）と礫の大
きさについて記すに留める。

XI・　7・5YR％、橙色の土混、粘～シルト質、径7cm以下の礫、径2

ⅩⅡ．T以霊豊㌍iこ票需品品呈語昔鵠憲獣黒褐
色土粒～ブロック（径7cm以下）混、径6cm未満の礫、礫
の割合やや少。
2　ⅩI2と同じ土を混、しかし、礫は径4～8cmのものが混、
土の割合少、黒色土は径5mm以下の粒状で混。
3　XI2と同じ土、礫は少ない、径3cm以下、黒色土は径15
lcm程度のフロノク状で少量混、軟。

ⅩⅢ・10YR％、黄褐色のシルト～砂質土、黒色土が径8mm以下の粒
状で少量混、ⅩI2との境界には黒色土が帯状になっている。

ⅩⅣ．讐1譜雷元讐遠雷孟盟下壷空、2蒜票監払下、径5。mを
超えるものは、数的に少、わずかに黒色土が粒状（径2mm
以下）で∵混。
2　ⅩI6とほぼ同じ、ただ黒色土は径2cm未満のフロノク状
で混。礫は径2cm前後最多。

ⅩⅤ・　7・5YR％、橙色（色票より暗い）のシルト質土、礫は径6。m以
下。径3～4cmのものが最多、黒色土が径6mm以下の粒状で少
量混。

ⅩⅥ・10YR％明黄褐色砂質土、礫は径5cm以下、礫の割合多、径2

ⅩⅦ．議書謂チ妄志星霜空詣霊慧禁聖。。。のものが
最多、全体に礫がぎっしりつまり、土は少ない。黒色土が粒状
で少量混。

ⅩⅧ・　7・5YR3i、黄橙色シルト質土、礫は径15cm以下、径8cmを超す
大きなものが点在するが、その他は径2cm以下のものが最多で、
全体につまっている。

ⅩⅨ・10YRタ盲、明黄褐色、シルト質土（弱粘性）、7．5YR％、黒色
土（弱粘性、しめっぽい、きめ細か）、この2つの混じった、7．5
1YR％に灰褐色土が混在、lムラがある。l黒色土は粒状～径1。m
未満のブロック状で混、径1．5cm以下の小礫少量混、径1。m未満
が主、丸味のある礫。

ⅩⅩ・10YR％、黄橙色砂質土、弱粘性、礫は径3cm以下と小さく量
も比較的少ない。黒色土粒をわずかに混。

ⅩXI・10YR％、にぷい黄橙色砂質土、礫は径5cm以下、比較的少い。

ⅩⅩⅢ．莞号書芸竺晶芸霊霊詣呈溜至語。吾享吾毘転的少。

第24図　曲輸土塁土層断面図（1／40）
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第26図　曲輸遺構実測図（1／30）
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0．　表土（腐食土）
1・　にぷい黄褐色（10YR％）土に、4～5cm大～事大の礫、
明黄褐色（10YR％）ブロック混入。

2・育灰色（5B財）ブロック、橙色（5YR％）ブロック混
合層。

3・黒褐色（10YR％）土層、4～5cm大～事大の礫混入。
4・暗褐色（10YR％）土層に明黄褐色（10YR％）土ブロッ
ク混入。

5・暗褐色（10YR％）～にぷい黄褐色（10YR％）土層に明
黄褐色（10YR％）土粒少し含む。

工．　明黄褐色（10YR％）土ブロックの堆積
1．褐色（10YR％）土ブロックを中心に暗褐色（10YR％）、
黒褐色（10YR％）、明黄褐色（10YR％）の色ブロック
が堆積。黒褐色土粒が混入しており黒味を帯びる。

Ⅲ・明黄褐色（10YR％）土ブロック堆積。褐色（10YR％）
土粒が混入している。

Ⅳ．暗褐色（10YR％）土ブロック堆積。明黄褐（10YR％）
土ブロックも少し混入。

V．　Ⅱ層に類以。黒褐色（10YR％）土ブロックの混入の割合
が多い。

Ⅵ．暗褐色（10YR％）土ブロック堆積。明黄褐色（10YR％）
土ブロックはほとんど混入せず。

Ⅶ．　Ⅵ層より明黄褐色（10YR％）土ブロックの混入の割合が
多い。

Ⅷ．　にぷい赤褐色（5YR％）土。橙色（5YR％）土粒がわ
ずかに混入する。

Ⅸ．　にぷい赤褐色土。橙色土粒が少し混入する。
Ⅹ．　にぷい赤褐色土。橙色土粒が多く混入する。黒褐色（10Y
R％）土粒を少し含む。

Ⅹ工．　Ⅴ層に黒褐色（10YR％）土を少し含む。
ⅩⅡ．、Ⅴ層に明黄色（10YR％）土ブロックを多く含む。
ⅩⅢ．　XI層と類似層。
ⅩⅣ．I層に暗褐色（10YR％）土粒を多く含む。
ⅩⅤ．　暗褐色（10YR％）土ブロックの堆積。明黄褐色（10YR％）

ⅩⅥ．　XI層と類似層
ⅩⅦ．　暗褐色（10YR％）土に橙色（5YR％）土、明黄褐色

－（10YR％）土混入。
ⅩⅦ．　黒色（10YR％）土。
ⅩⅨ．　Ⅴ層より黒色味を帯びる。
ⅩⅩ．　橙色（5YR％）土に黒褐色（10YR％）土を多少含む。
ⅩⅩI．　礫層（4～5cm大～事大の川原石）。
ⅩⅩⅡ．　暗褐色（10YR％）土層、橙色（5YR％）土、にぷい黄

色（2．5YR％）土粒を少し含む。
ⅩⅩⅢ．　橙色（5YR％）土層に、暗褐色（10YR％）土混入。

帯曲輪

ⅩⅩⅣ・　にぷい黄褐色（10YR％）土層に明黄褐色（10YR％）土
混入。

ⅩⅩⅤ．　XXⅢ層と類似層
ⅩⅩⅥ．橙色（5YR％）土層に、暗褐色（10YR％）土、黒褐色

（10YR％）土を多く含む。
ⅩⅩⅦ．橙色（5YR％）土、暗褐色（10YR％）土、黒褐色（10

YR％）土混入層。
ⅩⅩⅧ．橙色（5YR％）土ブロックを多く含み、暗褐色（10YR

％）、黒褐色（10YR％）土、2～3cm大の小礫を少し含
む。

ⅩⅩⅨ．暗褐色（10YR％）土層。黒褐色（10YRヲ‘）土、橙色（5
YR％）土を少し含む。

ⅩⅩⅩ．橙色（5YR％）土層、暗褐色（10YR％）土、黒褐色（10
YR％）土をわずかに含む。

ⅩⅩⅩI．　礫層（4～5cm大～拳大の川原石）
ⅩⅩⅩI．　橙色（5YR％）土ブロック層に暗褐色（10YR％）土を

含む。
ⅩⅩⅩⅢ．　橙色（5YR％）土と暗褐色（10YR％）土の混合。
LXXXⅢて　ⅩⅩⅩⅢ層に黒褐色（10YR％）土混入。
ⅩⅩⅩⅣ．　暗褐色（10YR％）土層に黒褐色（10YR％）土を多く含

む。
ⅩⅩⅩⅤ．　黒褐色（10YR％）土層。
ⅩⅩⅩⅥ．　暗褐色（10YR％）土層、明黄褐色（10YR％）土ブロッ

ク混入。
土ブロック、黒褐色（10YR％）土、褐色（10YR％）土粒を含む。　ⅩXXⅦ．暗褐色（10YR％）土層。橙色（5YR％）土と黒褐色（10

YR％）土を混入。
ⅩXXⅦ．　暗褐色（10YR％）土層。橙色（5YR％）土を含む。
ⅩⅩⅩⅨ．　橙色（5YR％）土層。
ⅩⅩⅩⅨ：　ⅩⅩⅩⅨ層に暗褐色（10YR％）土を少し含む。
ⅩⅩⅩⅩ．　暗褐色（10YR％）土に4～5cm大の礫と明黄褐色（10Y

R％）土ブロックを混入。
ⅩⅩⅩⅩI．　黒褐色（10YR％）土に暗褐色（10YR％）土、明黄褐色

（10YR％）土を含む。
ⅩⅩⅩⅩⅡ．　明黄褐色（10YR％）土。
ⅩXXⅩⅢ．　青灰色（5B舛）土ブロックに黄褐色（10YR％）土混入。
ⅩⅩⅩⅩⅣ．　育灰色（5Bライ）土。

第28図　帯曲輸空堀土層断面図（1／40）
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出土遺物は、量的には多くないが、柱穴、土壌、掘り込み、溝などの遺構を中心にみられる。

量的にはヘラ切り底の土師皿の割合が多い。陶磁器では備前、常滑、肥前系のものが少量だ

がみられる。また、輸入陶磁器としては、青磁の割合が多く、白磁や天日皿などもみられる。

その他の遺物では、土錘、古銭、鉄片などがある。

Ⅱ、ま　と　め

今回の調査において、曲輪東端で検出された幅7mの空堀は、明らかに最終的な円柱状の

城形に成形される以前に丘陵を切断するために造られた空堀と思われる。さらに、その後に

堀を埋めて曲輪の一部として使用している。また、土塁の土層堆積の状況から土塁の補強、

あるいは増築が考えられる点など、この城跡は何度か手を加えられていることが今回の調査

で解明できた。このことは、「日向記」などの文献にも改築の事実が記載されており、注目し

たい。

また、出土遺物から見ると、ヘラ切底を主体とする土師皿や、14世紀後半から15世紀前半

にかけての青磁、白磁などの輸入陶磁器が量的に多く出土していることや、備前系の措鉢、

滑石製の石鍋など日常的な遺物の破片もみられることなどから、14世紀後半から15世紀前半

にかけての時期を中心に、城内での生活もある程度考えられる。しかしその後、16世紀中頃

にかけての戦乱の状況下においては遺物もあまり見られず出城的な役割の城であった可能性

も今回の調査からうかがわれる。

（永友良典）
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図版2



SA9検出状況



SA18検出状況

SA19検出状況



SA20検出状況

SA3検出状況



SA7検出状況

SA13カマド検出状況



SC4古銭出土状況



SE5検出状況

集石遺構検出状況



図版9

SA4・SA18出土遺物（…舘：：昌二7：gI三、7＿．～7＿2



図版10

SA19・SA9出土遺物（訟13：：：精鉄、2－4



図版11

SA20出土遺物



SA3・SA7・SC4出土遣物
SA3…16－1－16－2

SA7…18－1～18－2

SC4…20－1～20－3



図版13

幸坂城跡遠景（南から）

車坂城跡遠景（北・陣ノ内遺跡より）



帯曲輪検出状況（北側）

帯曲輪検出状況（北東端）



帯曲輪空堀東側検出状況



曲輸検出状況（東側）

曲輪検出状況（西側）



図版17

No9遺構検出状況



No23遺構検出状況



車坂城跡出土遺物
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